






植物にある葉緑体の中では赤色と青色の光がより多く吸収されることで
より盛んに光合成がおこなわれます。

赤色：700nm / 青色：440nm

効率良く光合成がおこなわれます。

ビタミン・ミネラルなど露地栽培と同等に育まれます。

紫外線 (UV) の放射量を増量。ビタミンＣや抗酸化性も育まれます。
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植物の光合成に必要なのは
640～690nm(赤色波長)、400～470nm(青色波長)の光。
これらの光が最も効率的に吸収され、緑や黄色は反射します。
私たちが見ている植物の清々しい緑は、実はこの緑です。緑
はリラックス効果もあり、植栽を置くことで心地よい空間を
作ることができます。本製品には緑や黄色といった良い波長
も多く含まれております。

出典元：Pantha's Labyrinth   
http://www.mirai.ne.jp/~panther/ikuseitou/hacyo.html#footer

植物の光合成
Photosynthesis

植物育成プランタースポットの光

YeVの植物育成プランタースポットライト

インテリア照明と育成ライトのベストマッチ

※ 植物工場などの栽培用LED  赤色：約660nm / 青色：約440nm

現在、YeVでは大学にご協力いただきながら研究を進め、
より具体的な育成データの取得に取り組んでおります！



植物育成プランタースポットの波長

植物育成プランタースポットは、一般的な照明に比べ植物にとって必要な光がより多く含まれてます。

性能の比較
一般的な照明

プランタースポット
ホワイトチップ

プランタースポット
オレンジチップ

YeVのプランタースポットライトには
ホワイトチップだけではなく、赤の波長がより強いオレンジチップもあり、

目的に合わせて自由に組み合わせが可能。



設置のイメージ

これまで諦めていた日の当たらない場所にも、植物を提案できます。

光の届かない薄暗い空間
を明るくライトアップ！

太陽光に代わる
植物を育成する光

空間演出の効果植物がある
豊かな空間

植物のご提案の幅が グ～ン と広がります！
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